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研究の概要と特徴

研究の内容

研究の効果並びに優位性 技術応用分野・企業との連携要望
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座り心地設計開発の明確な指標があれば、設計開発の蓄積・向上、安定

した座り心地の品質管理が可能となる。
建機シート設計,本研究は、(株)小松製作所との共同研究である。

座り心地に関して十分な研究がない建機シートに関して、シート官能評価試験による
評価構造の解明と、物理特性試験による定量化によって、シート設計指標を作成する。

①大学生による建機シート官能評価

サンプルシート(A,B,C,D)

官能評価用語とその定義

操縦桿と視線方向の再現

大学生(男性)23人

SD法,７段階を分析型,嗜好型

多変量解析

(Rを用いた主成分,重回帰分析)

分析方法

評価手法

実験参加者

①分析型-嗜好型の相関関係の分析 分析型-嗜好型の相関関係 ②嗜好型評価の主成分分析

嗜好型-主成分分析結果

③重回帰分析による,総合評価と各主成分の関係の分析

𝒚 =  𝟎. 𝟑𝟔𝟔𝟎𝒙𝟏 −  𝟎. 𝟎𝟎𝟏𝟕𝒙𝟐 +  𝟎. 𝟎𝟑𝟔𝟒𝒙𝟑 −  𝟎. 𝟎𝟔𝟐𝟏𝒙𝟒

+𝟎. 𝟏𝟐𝟓𝟏𝒙𝟓 −  𝟎. 𝟎𝟑𝟑𝟐𝒙𝟔 +  𝟒. 𝟑𝟗𝟏𝟑

各種成分と偏回帰係数

④重回帰分析による,総合評価と各主成分の関係の分析

②プロオペレータの評価との比較

男性10人

実験参加者

SD法,5段階を分析型,嗜好型

評価手法

①マンホイットニーのU検定

②評定平均の比較

マンホイットニーのU検定

評定平均の比較

有意差がある

→想定できる姿勢が違う
有意差がない

→経験ではない違いが

分析型、嗜好型共に平均値に差がある。
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